
沌

‥

城
･

徐
歩
.
日
清
左
勘
.
醤
榊
法
藤
湯
､
以
石
段
之
如
涌

石
堆
非
填
.
遊
者
傾
耳
推
共
沸
輩
己
ノ
皆
硫
黄
泉
.

性
味
輿
敵
地
迫
勲
.
(退
避
欺
)
････････東

行
三
里
､

謁
伊
豆
下
痢
'
々

距
上
嗣
僚
造
玄
官
僚
戯
'
-
-
-
･･

又
隆
二
官
除
親
､

緩
渥
布
泉
憩
轡

泥
布
泉
前
臨
紀

渥
'
後
棒
洪
崖
､
竹
樹
蒙
密
､
過
午
不
慮
日
影
'
陛

下
之
洞
､
淀
十
:<
歩
も
泉
開
基
中
'
堀

々
分
流
.
普

而

渥
之

'
上

温
諏
々
'
有
屋
面
相
常
､
下
撮
特
大
.

奮
迅
落
於
弥
雌
.
亦
硫
黄
兼
p
撒
布
碁
東
､
基
色
精

白
'
招
煩
甚
通
人
.

此
の
記
事
か
ら
執
海
淵
泉
常
時
の
状
況
を
考
ふ
る
に

今

の
阿
保
､
志
村
等
諮
邸
の
在
る
速
は
草
む
ら
で
'
野

中
観
の
名
の
.加
-
麗
々
に
混
泉
の
噴
出
し
て
ゐ
先
の
で

箱

根

温

泉

｢

麓
の
湯

七
助
の
其

1
箇
な
rJILj
碓
現
阪
よ
-

こ
れ
ま
で

l
里
､
搭
屋
は
町
の
中
に
あ
-
J

二

二
二
ビ

仕
切
で
入
…扮
す
｡
戴
味
洗
-
著
し
､
又
硫
昔
ハの
脊
沸
し

飾
こ
食

餌

Z
旗

二
宍

三
七
<

あ
る
?
今
回
其
蓮
に
亀
裂
が
出
来
て
温
泉
の
噴
赴
し
た

の
は
怪
む
に
足
ら
ぬ
｡
畢
左
衛
門
歯
清
左
衛
門
静
は
共

に
微
々
た
る
湧
出
に
止
っ
た
O
而
し
て
政
の
時
に
は
大

歯
は
十
朝
ほ
ざ
の
甫
殻
に
本
刑
を
め
ぐ
ら
し
て
､
其
内

に
涌
出
口
が
沈
澱
物
で
石
の
如
き
塊
を
造
-
､
中
央
が

凹
ん
で
三
尺
ば
か
-
の
深
さ
で
十
尺
許
の
魔
の
池
ゼ
な

-
.
其
上
に
石
を
績
み
異
ね
て
噴
出
を
妨
げ

て
流
れ
出

す
湯
を
寛
で
引
い
た
も
の
ビ
想
は
れ
る
｡

此
の
蕃
夜
六
回
の
湧
出
は
明
治
十

一
年
ま
で
同
様
で

長
湧
き
も
十
二
時
間
許
蒔
い
て
其
後
五
七
日
焼
湧
出
不

規
則
ど
な
る
こ
と
も
悌
堂
の
記
載
だ
同
じ
こ
ど
で
あ
っ

た

O(新
里
離
島
)

流
れ
湯
み
な
黄
色
L･4
-
.
功
能
は
輝
病
'
敗
病
､
五
痔

7
切
の
贋
物
に
粕
施
し
て
早
-
治
す
O
浴
屋
の
前
南
側

に

1
町
許
人
取
捌
の
宿
命
Hあ
-
て
奇
山膿
な
-
0



iも
や



地

.
球

小
地
獄

鹿
の
湯
よ
-
八
町
許
に
あ
ら
｡
山
腹
に
湯

来
盛
ん
に
立
て
手
を
入
る
れ
ば
は
な
は
だ
熟
し
.
按
す

る
に
薦
陰
こ
rD
集
-

て
火
乗
を
生
じ
p
土
精
熟
し
て
硫

黄
ど
な
る
∵

読

挽
鬼
の
源
な
-
土
人
云
鍛
冶
屋
の
地

獄
'
酒
屋
の
地
獄
'
紺
屋
の
地
鉄
あ
rc,ど
い
ふ
｡
地
気

少
し
つ
､
色
慶
る
な
-
｡
又
こ
れ
よ
-
山
奥
五
里
許
に

大
に
地
気
立
昇
る
所
あ
-
ど
ぞ
0
里
諺
に
こ
れ
を
大
地

獄
ぎ
ょ
ぶ
｡

二
､
来
賓
の
助

成
の
湯
よ
-
こ
れ
ま
で

i
里
な
-

此
間
に
明
聾
を
製
す
る
所
あ
-
O
束
嚢
の
中
に
岩
湯
･

上
の
琴

平
の
琴

大
瀧
等

の
四
ヶ
所
あ
-
｡

い
づ
れ

も
衆
味
械
L
で
明
聾
S
香
あ
･D
t
中
風
晴
衆
を
治
す
J

三
.
底
倉
の
溶

来
襲
よ
-
半
里
､
中
む
か
し
地
震

ふ
て
名
物
石
風
雌
も
経
て
､
今
政
に
内
野

三

ヶ
所
あ

ゎ
｡
此
所
の
民
家
箱
根
名
物
挽
物
刺
工
を
業
ど
す
｡

四
'
宵
の
下
港

底
倉
薗
よ
ど

両

許
に
て
大
略
家

薦
き
な
-
｡
内
助
瀧
轡

の
-
0
内
湯

/̂J
は
独
英
の
水
脈

よ
り
樋
に
て
家
々
に
ど
ゎ
入
湯
す
O
瀧
視
て
は
樋
よ
-

覚
に
よ
り
で
家
内
に
て
瀧

の
ご
b･J
-
温
泉
を
落
し
こ
れ

に
打
る
＼
な
-
｡
宿
桝措
蛭
揮
腰
の
痛
を
‖約
す
や
打
る
＼

第
二
各

節

7
班

天
〇

二
八
0

に
気
味
快
き
ち
の
な
,J3
9

玉
.
堂
が
島
の
賂

官
の
下
よ
-
五
町
ば
か
-
山
下

な
り
0
内
賂
洗
顔
あ
-
0
気
味
融
は
ゆ
-
し
て
聴
取
漆

痛
を
治
す
な
-
O

六
､
塔
の
輝
の
汲

堂
が
島
よ
-
7
里
寧
あ
JI
O

七

毅
の
内
に
て
地
境
贋
-
し
て
風
食

の
勝
地
な
り
｡
山
を

勝
藤
山
と
難
し
､
川
を
早
川
ビ
い
ふ
O

い
さ
よ
ひ
日
記

あ
つ
ま
路
の
歯
数
を
こ
え
で
児
わ
た
せ
ほ

し
は
木
洗
る
ゝ
早
川
の
水

阿

備

椿
を

玉
緒
庸
ビ
い
ふ
う
水
戸
黄
門
光
囲
卿
明
人
舜
水

ĴJ
共

に
こ
ゝ
に
遣
逢
し
た
ま
ひ
.
此
報
を
は
じ
め
て
呼

せ
ら
る
｡
溶
合
美
麗
に
し
て
贋
-
､
書
院
数
寄
屋
庭
中

何
れ
も
任
意
な
-
｡
江
府
よ
-
諸
侯
時
々
こ
～
に
.敬
治

し
た
ま
ふ
｡
元
蕗
を
秋
山
弼
五
兵
衛

一
の
湯
を
小
川
揮

右
衛
門
.
内
蕗
は
田
村
久
兵
衛
'
藤
屋
番
人
p
毒
平
治

小
兵
衛
等
な
-
｡
都
て
家
数
二
十
三
軒
あ
-
｡
此
挽
泉

は
朱
政
経
-
し
て
養
生
溶
な
-
｡
譜
病
を
治
す
}

七
'
湯
本
の
汲

塔
の
揮
よ
-
こ
～
ま
で
十
町
あ
ゎ

町
の
中
に
池
川屋
あ
-
て
相
関
に
仕
切
る
O
内
歯
も

二



三
ケ
駅
あ
-
O

腫
物
ー
醸
壷
'
微
病
の
栂
に
よ
し
｡
こ

れ
よ
-
三
枚
橋

(
五
町
許
あ
り
｡
帆
を
歩
み
で
橋
の
来

爪

へ
出
る
O
こ
れ
よ
-
本
道
束
海
道
な
-
0

･/光
梅
迫
名
師
岡
骨
琵
政
九
年
版
)

曲
り
文
は
今
か
ら
軍
1十
八
年
前
11こ
幣
額
望
月

都

か

ら
江
戸
ま
で
61

道
中
窮
析
払
拭
つ
L1紀
行
の
t節
で
あ
る
｡
数
年
前
に
我
々
は
久
し

振
り
で
山寸
ま
行
っ
だ
が
､
川
ね
掘
り
測
=

銑
結
わ
敷
rO
電
薄
み
池

し
て
､
生
山
電
坪
が
暢
不
か
ら
弧
緋
ま
で
開
か
れ
て
､
節
党
の
倍
が

川水
先
U
IJt,れ
IF,J
民
貌
化
し
て
符
-
tJ
い
ふ
よ
り
･
-
低
級
な
泊
客
が

皆呼
の
他
問
の
軽

食
鼠
_こ
浮
か
れ
i1経
路
で
め
って
､
･a
=の
搾
り
-

綿
飴
で
;夜
の
企
-

囲
み
蹄
ぷ
‥
}Jの
出
端
ぬ
喧
晩
ド
菅
し
ん
だ
U

其
の
後
+)地
艶
で
金
紙
れ
に
･hq
つ
た
ミ
F.,ふ
搬
み
隅
い
て
､
寧
ろ
此

句
加
rTy,侭
怒
な
-
¢
～
破
域
が
緊
成
し
ii
人
心
TJ共
に
新
し
′､改
3,｡)

さ
れ
る
乗
鮎
私
成
す
ペ
与
み
悦
ん
だ
評
で
あ
る
｡
程
興
し
Li節
税
の

貴
.E25が
如
何
で
あ
る
か
ね
知
ら
ぬ
U
(加
沖
)

温
泉

め
-
-

の
ち

み

革

1
.
箱

根

憶
ひ
起
し
て
面
白
い
の
は
畢
生
時
代
の
革
牡
旅
行
で

旅
屋
で
門
前
排
を
喫
っ
吾
の
も
忘
れ
ら
れ
ぬ

1
興
で
あ

る
｡
あ
る
夏
奥
津
か
ら
降
-
て
風
鋸
塔

ノ
韓
の
安
山
岩

-

を
ド
ク
ラ
ン

未
だ

リ
ユ
タ
ツ
ザ

ッ
ク
は
倍
は
ぬ
時
代
で

あ
っ
た
)
に

一
杯
詰
め
て
重

い
足
を
引
す
っ
て
常
ノ
下

奈
良
屋
の
玄
関
に
行
っ
た
崎
の
L箱
放
旅
行
は
今

も
記
憶

に
新
LJ
で
あ
る
.
共
時
近
年
来
表
さ
れ
た
基
元

党
夫
人

の
素
顔
に
皆
る
同
窓
が
畏

モ
ー
ニ
ン
グ
で
故
先
人
の
三

組
泉
め
ぐ
叶
の
み
ち
聾

太
夫
格
で
陪
従
し
て
凍
て
層
化
の
に
食

っ
た
｡
己
れ
が

談
判
し
て
や
る
ビ
何
時
も
の
義
侠
室

員
卜
物
に
竿
か
ぢ

-
の
法
撃
退
静
を
振
-
ま
わ
す
姉
が
串
で
'
番
頭
の
お

堂
恰
様
に
承
知
せ
ず
t
だ
-
ん
＼
相
宿
で
泊
れ
た
｡

そ
の
癖
宿
の
客
は
徳
川
酒
代
の
上
州
業
の
地
産
何
代

か
の
後
衛
英
子
欝
で
t
b･J
b
潜
き
の
党
人
ビ
二
人
き
り

ど
い
ふ
束
集
光
殿
様
で
､
書
生
の
我
饗
ビ
鼎
坐
し
て
.

東
伯
苗
攻
の
上
機
嫌
で
あ
っ
た
の
で
､
数
日
間
八
盛
二

間
の
座
敷
に
の
ん
び
･E立

体
ん
だ
｡
毎
朝
同
窓

だ夫
人
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